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勤
講
師

A
bstract

　
　

T
he M

urom
achi period w

as an age w
hen priests of Five Zen M

onasteries w
ere devoting all their tim

e and energy to developing their 
studies, and in m

any different fields a lot of shom
ono (corrected and annotated books) w

ere m
ade by them

. In this age, m
edical science (not 

m
edical treatm

ent) w
as regarded as of m

uch im
portance. Gesshu-Jukei w

as the one w
ho contributed to the developm

ent of this field. T
he 

aim
 of this paper is to clarify the w

ay he enhanced the value of m
edical science and influences his w

orks gave on later generations. 

は
じ
め
に

　

室
町
期
は
学
者
が
活
躍
し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
多
岐
に
わ
た
る

分
野
で
多
く
の
抄
物
・
注
釈
書
が
編
纂
さ
れ
た
。
た
だ
自
戒
の
念
を
込
め
て
言
う

が
、〝
多
岐
〟
と
し
つ
つ
も
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
い
わ
ゆ
る
〝
文
学
〟

に
関
わ
る
領
域
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
現
代

の
ジ
ャ
ン
ル
区
分
で
言
う
と
こ
ろ
の
〝
文
学
〟
研
究
だ
け
で
、
当
時
の
学
問
の
有
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り
様
を
論
じ
て
い
て
い
い
は
ず
は
な
く
、
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
月
舟
寿
桂

（
一
四
七
○
―
一
五
三
三
）
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
手
が
け
た
『
史
記
』「
扁
鵲
倉
公
伝
」（
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
南
宋
黄
善
夫
刊
本
。
以
下
、
南
化
本
）
の
注
解
が
、
医
学
研

究
の
側
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
に
豊
富
な
医
学
的
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
（
１
）
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

実
際
、
室
町
と
い
う
時
代
は
、
医
学
史
的
に
も
「
中
世
も
後
半
期
に
な
る
と
、

公
家
日
記
類
に
多
く
の
民
間
医
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
医
療
需
要
の
高

ま
り
が
彼
ら
を
輩
出
さ
せ
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
他
方
、
医
師
に
な

る
こ
と
は
経
済
的
な
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
立
身
の
た
め
の
有
効
な

手
立
て
と
も
な
っ
て
い
た
」（
２
）、「
室
町
時
代
は
日
本
の
医
療
史
に
と
っ
て
大
き

な
変
化
の
時
代
で
あ
り
、
官
医
に
代
わ
っ
て
優
秀
な
民
間
医
が
数
多
く
誕
生
し

た
。
朝
廷
や
公
家
、
幕
府
の
権
力
者
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
高
名
な
民
間
医
の
診
療
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
民
間
医
の
側
で
も
上
流
階
級
と
接
触
す
る
こ
と
で
、

医
師
と
し
て
の
名
声
と
地
位
を
手
に
し
た
」（３
）
な
ど
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
が
如
く
、

医
師
の
立
場
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
室
町
期
の
医
師
に
対
す
る
こ

う
し
た
捉
え
方
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
学
者
の
学
問
事
情
―
―
地

位
・
家
格
の
向
上
、
そ
の
た
め
の
政
治
的
領
域
へ
の
接
触
な
ど
―
―
に
も
通
ず
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
似
た
よ
う
な
成
長

を
遂
げ
た
両
者
に
、
何
か
し
ら
の
接
点
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
点
を
詳
ら
か
に
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
本
稿
で
は
月
舟
の
著
述
を
ま
と
め

た
『
幻
雲
文
集
』
を
取
り
上
げ
る
。
月
舟
は
五
山
僧
や
公
家
学
者
と
の
交
流
も
密

で
、『
幻
雲
詩
集
』
や
『
続
錦
繍
段
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〝
文
学
〟
面
で
の
活
動

め
ざ
ま
し
い
人
物
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
先
の
南
化
本
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な

と
お
り
、〝
医
学
〟
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
彼
が
医
師
、
医

学
に
関
す
る
叙
述
を
残
し
た
こ
と
で
、
医
家
の
存
在
が
確
固
と
し
た
も
の
と
な
り
、

単
な
る
〝
技
術
と
し
て
の
医
療
行
為
〟
で
は
な
く
、〝
学
問
対
象
と
し
て
の
医
学
〟

の
認
識
が
広
ま
っ
た
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
の
過
程
に

つ
い
て
考
察
し
、
将
来
的
に
は
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
重
ね
合
わ
せ
、

室
町
期
の
学
問
環
境
の
実
態
を
改
め
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

一
、『
医
書
大
全
』
跋
文
及
び
参
賀
順
争
い
に
見
る
当
時
の
医
学
の
実
情

　

ま
ず
は
当
時
の
医
学
の
実
情
を
考
え
る
指
標
と
し
て
、『
幻
雲
文
集
』
に
も
収

載
さ
れ
る
『
医
書
大
全
』
跋
文
（
大
永
八
〈
一
五
二
八
〉
年
刊
行
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。

『
医
書
大
全
』
と
は
明
代
の
医
師
熊
宗
立
（
一
四
一
五
？
―
一
四
八
七
？
）
の
手
に
よ
り
成
る

医
書
で
（
４
）、
そ
れ
が
日
本
で
も
こ
の
時
期
刊
行
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
こ
そ

が
本
邦
初
の
医
書
刊
行
物
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
別
な
書
に
、
月
舟

は
ど
の
よ
う
な
跋
を
用
意
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

①
吾
邦
以
二
儒
釈
書
一
鏤
レ
板
者
往
々
有
焉
然
、
未
三
曾
及
二
医
方
恵
民
一
之
澤

人
皆
為
レ
鮮
、
近
世
医
書
大
全
自
二
大
明
一
来
、
固
医
家
至
宝
也
、
②
所
レ
憾
其

本
稍
少
、
欲
レ
見
而
未
レ
見
者
多
矣
、
泉
南
阿
佐
井
野
宗
瑞
捨
レ
財
刊
行
、
彼

旧
本
有
二
三
写
之
謬
一
、
令
レ
就
二
諸
家
考
本
一
、
方
以
正
二
斤
両
一
、
雖
二
一
毫

髪
一
私
不
二
増
損
一
、
蓋
宗
瑞
之
志
不
レ
為
レ
利
、
而
在
レ
救
二
天
下
人
一
、
偉
哉
、

陰
徳
之
報
永
及
二
子
孫
一
矣
、

　
　

大
永
八
年
戊
子
七
月
吉
日　

 　
　
　
　
　
　
　
　

幻
雲
寿
桂
誌

我
が
国
で
は
、
儒
学
・
仏
教
関
連
書
は
多
数
刊
行
さ
れ
て
き
た
反
面
、
中
国
や
朝
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鮮
（
５
）
伝
来
の
医
書
は
出
版
さ
れ
ず
に
い
た
と
い
う
出
版
事
情
か
ら
書
き
起
こ
さ

れ
、
医
家
の
間
で
至
宝
と
さ
れ
て
い
た
明
国
伝
来
の
『
医
書
大
全
』
を
、
阿
佐
井

野
宗
瑞
（
一
四
七
三
―
一
五
三
二
）（６
）
が
私
財
を
投
じ
て
出
版
す
る
に
至
っ
た
過
程
が
続
き
、

彼
の
徳
は
子
孫
ま
で
及
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
、
と
称
賛
の
言
葉
を
も
っ
て
結
ば
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、医
書
の
比
較
対
象
と
し
て
儒
仏
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
点（
傍

線
部
①
）
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
儒
仏
は
当
時
の
学
者
た
ち
の
学
問
の
根

幹
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
中
国
の
史
書
で
さ
え
、
学
者
た
ち
（
特

に
公
家
学
者
）
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
大
し
て
遡
れ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と（
７
）か
ら
推
し
量
る
に
、医
書
・
医
学
が
さ
ら
に
縁
遠
い
存
在
で
あ
っ

た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
こ
の
一
文
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た
現
状
へ
の
月
舟
の

嘆
き
が
読
み
取
れ
る
。

　

た
だ
し
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
状
況
に
少
し
ず
つ
変
化
が
出
て
き
て
い
た
こ
と

も
窺
え
る
。
そ
れ
が
傍
線
部
②
で
あ
る
。『
医
書
大
全
』
の
数
が
少
な
く
、
見
た

く
て
も
見
ら
れ
な
い
人
が
多
い
と
し
て
お
り
、
そ
の
主
体
が
医
師
か
学
者
か
は
不

明
な
が
ら
、
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
き
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
を
改

善
し
よ
う
と
し
て
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
書
に
目
を
通
す
人
の

数
は
増
加
し
、
医
学
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

こ
れ
に
続
い
て
天
文
五（
一
五
三
六
）年
に
は
国
内
二
番
目
の
医
書
刊
行
物
と
な
る『
俗

解
八
十
一
難
経
』が
刊
行
さ
れ
た
り
、天
文
十
九（
一
五
五
○
）年
に
は『
医
方
大
成
論
』

の
講
釈
が
行
わ
れ
た
り
し
（
８
）、
さ
ら
に
は
各
家
で
医
学
書
の
抄
物
が
数
多
く
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
抄
物
作
成
に
つ
い
て
は
、「
医

家
た
ち
の
抄
物
作
成
は
、
五
山
禅
僧
等
を
中
心
に
盛
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
抄
物

作
成
活
動
の
影
響
を
受
け
て
行
わ
れ
た
」（９
）
と
の
説
が
あ
る
よ
う
に
、
医
学
の
確

立
は
五
山
の
学
問
抜
き
に
語
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
い
っ
た
五

山
と
医
学
と
の
関
わ
り
が
、『
医
書
大
全
』
の
跋
文
を
月
舟
が
担
当
し
た
と
こ
ろ

に
も
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
『
医
書
大
全
』
刊
行
以
前
に
も
、『
延

寿
類
要
』
や
『
和
剤
方
指
南
』
と
い
っ
た
医
書
を
読
ま
せ
て
い
た
記
録
（
前
者
は

文
明
十
七
〈
一
四
八
五
〉
年
、
後
者
は
延
徳
元
〈
一
四
八
九
〉
年
）（
１
０
）
が
確
認
で
き
る

た
め
、
医
学
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の
す
べ
て
を
『
医
書
大
全
』
刊
行
の
功
績
と
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
そ
う
す
る
つ
も
り
も
な
い
が
、
そ
の
動
き
を
加
速
さ

せ
る
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
学
問
的
に
〝
医
〟
と
い
う
も
の
を
意
識
し
た
動
き
が

顕
著
に
な
っ
た
の
に
は
、
当
時
の
医
者
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
も
関
係
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
実
隆
公
記
』
永
正
五
（
一
五
○
八
）
年
七
月
四
日
・
五
日
条
を

引
用
し
よ
う
。

　
・
宣
賢
并
医
陰
輩
参
進
先
後
事
、
両
方
申
状
可
二
披
露
一
、
如
何
之
由
披
レ
談
レ
之
、

宣
賢
他
日
参
入
可
レ
然
之
由
、
猶
可
レ
有
二
入
魂
一
哉
、
其
後
披
露
可
レ
然
之
由

談
レ
之
、（
四
日
条
）

　

・
宣
賢
并
医
陰
輩
申
状
、
為
二
叡
慮
一
有
レ
被
二
仰
下
之
旨
一
、
所
詮
可
レ
在
二
武
家

之
時
宜
一
之
由
、
勅
答
可
レ
然
之
由
申
入
了
、（
五
日
条
）

足
利
義
稙
（
一
四
六
六
―
一
五
二
三
、
こ
の
時
期
は
義
尹
と
称
す
）
の
将
軍
輔
佐
な
ら
び

に
従
三
位
昇
進
を
賀
し
て
、
廷
臣
ら
に
よ
る
武
家
参
行
が
な
さ
れ
た
際
、
参
賀
の

順
番
を
め
ぐ
っ
て
宮
内
卿
丹
波
親
康（
生
没
年
未
詳
）と
少
納
言
清
原
宣
賢（
一
四
七
五

―
一
五
五
○
）
と
が
争
っ
て
い
る
（
１
１
）。
親
康
と
は
、
施
薬
院
使
・
典
薬
頭
も
務
め
た

口
中
科
の
専
門
医
で
、
宣
賢
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
も
考
察
し
て
き
た
宣
賢
そ

の
人
で
あ
る
が
（
１
２
）、
こ
の
一
件
を
見
る
限
り
、
両
者
の
関
係
は
良
好
と
は
言
い
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難
い
。

　

学
者
と
し
て
は
評
価
の
高
い
宣
賢
だ
が
、
そ
の
一
方
で
中
間
男
を
殺
害
し
て
批

判
を
受
け
た
り
（
明
応
四
〈
一
四
九
五
〉
年
）、
青
侍
に
不
忠
が
あ
る
と
称
し
て
殺
害

さ
せ
た
り
（
永
正
七
〈
一
五
一
○
〉
年
）、
ま
た
、
臨
ん
だ
官
位
昇
進
が
叶
わ
な
い
と

な
る
や
出
家
し
て
し
ま
う
（
享
禄
二
〈
一
五
二
九
〉
年
）
な
ど
気
性
の
激
し
さ
で
も

知
ら
れ
る
か
ら
（
１
３
）、
こ
の
衝
突
も
彼
ら
し
い
行
動
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
日
記
の
主
で
あ
る
実
隆
に
し
て
も
、「
親
康
」
と
せ
ず
「
医
陰
輩
」
と

表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
何
か
し
ら
の
含
み
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
れ
に
関

し
て
は
、「
相
論
の
根
底
に
は
典
薬
頭
を
世
襲
し
た
丹
波
・
和
気
両
氏
が
、
位
次

は
高
く
と
も
家
格
の
低
い
氏
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
他
の
公
卿
達
の
感
情
的

な
反
発
が
渦
巻
い
て
い
た
」（
１
４
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。
当
時
の
公
家
学
者
が
医
師

に
少
な
か
ら
ぬ
反
発
心
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
話
題
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は
官
医
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
民
間

医
の
事
情
と
単
純
に
一
括
り
に
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
は
承
知
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
う
い
っ
た
公
家
学
者
と
の
政
治
絡
み
の
確
執
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
医
師

全
体
の
地
位
を
向
上
す
る
術
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
五
山
の
助
力
を

得
つ
つ
医
学
を
学
問
の
一
領
域
と
し
て
高
め
て
い
く
動
き
に
繋
が
っ
た
、
と
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
か
く
下
位
に
置
か
れ
が
ち
だ
っ
た
彼
ら
に

と
っ
て
は
、
治
療
の
腕
を
磨
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
単
な
る

技
術
の
域
に
と
ど
め
ず
、
そ
の
技
術
を
支
え
る
知
識
が
〝
医
学
〟
と
い
う
学
問
た

り
得
る
こ
と
を
示
し
、
考
証
好
き
な
学
者
た
ち
を
取
り
込
も
う
と
し
た
、
そ
し
て

そ
の
活
動
に
お
い
て
は
、
学
問
を
先
導
し
て
い
る
五
山
の
力
が
必
要
だ
っ
た
と
捉

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
捉
え
方
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
動
き
の
中
で
月
舟
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
の
か
を
、

次
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

二
、「
上
池
院
進
月
宗
精
法
印
肖
像
有
序
」
の
検
討

　
『
幻
雲
文
集
』
に
収
め
ら
れ
る
医
学
関
連
叙
述
の
一
つ
、「
上
池
院
進
月
宗
精

法
印
肖
像
有
序
」
は
、
坂
氏
こ
と
上
池
院
の
系
譜
と
月
舟
が
賛
を
書
く
に
至
っ

た
所
以
（
以
下
、「
進
月
序
」）
を
記
し
た
上
で
、そ
の
賛
が
配
さ
れ
る
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、「
進
月
序
」
の
結
び
に
「
永
正
九
年
四
月
八
日
、

溘
然
易
レ
簀
、
今
嗣
二
戸（
民
カ
）部
定
国
護
公
一
、
就
レ
予
需
レ
賛
、
書
二
其
顚
末
一
、
以
応
二

其
需
一
云
」
と
あ
っ
て
、
永
正
九
（
一
五
一
二
）
年
に
没
し
た
進
月
の
後
を
嗣
い
だ
定

国
の
依
頼
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
お
り
、『
言
継
卿
記
』
や
『
鹿
苑
日
録
』
な

ど
に
拠
れ
ば
、
天
文
（
一
五
三
二
―
一
五
五
五
）・
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
―
一
五
七
○
）
に
は
す
で

に
そ
の
子
光
国
が
活
動
し
て
い
る
と
い
う
か
ら（
１
５
）、
定
国
の
活
動
期
間
は
あ
ま

り
長
く
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
と
な
れ
ば
、
進
月
没
後
さ
ほ
ど
時
を
置
か

ず
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
賛
で
は
な
く
「
進
月
序
」
の
方
で
あ
る
。
賛
本

体
を
凌
ぐ
分
量
と
な
っ
て
い
る
点
も
気
に
な
る
が
、
当
時
の
医
家
の
実
態
や
月
舟

の
医
学
へ
の
関
わ
り
方
を
示
唆
す
る
そ
の
内
容
は
、
そ
れ
に
も
増
し
て
注
目
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
実
際
に
読
み
解
い
て
い
こ
う
。

　

上
池
院
進
月
宗
精
法
印
、
其
先
承
頼
光
五
世
之
孫
坂
三
郎
允
（
充
カ
）角
、
旧
和

州
人
也
、
①
及
二
于
九
仏
一
家
二
于
洛
下
一
、九
仏
子
曰
二
十
仏
一
、
②
多
才
多
芸
、

専
以
二
和
歌
一
鳴
二
于
世
一
矣
、
等
持

〈
足
利
尊
氏
〉

仁
山
相
公
頗
愛
二
重
焉
一
、
且
為
二
相
公
一

講
二
万
葉
集
一
、
相
公
前
レ
席
、
夙
夜
無
レ
懈
、
十
仏
子
曰
二
健
叟
惠
勇
法
印
一
、
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③
侍
二
賓〈

義
詮
〉篋

鹿〈
義
満
〉苑

勝〈
義
持
〉定

三
相
公
一
、
不
レ
離
二
左
右
一
、
相
公
喚
レ
之
為
二
士
仏
一
、

士
之
為
レ
字
、
従
レ
十
従
レ
一
、
蓋
亜
二
十
仏
之
義
一
也
、
④
士
仏
亦
以
二
和
歌
一

為
レ
業
、
和
歌
之
余
⑤
学
レ
医
入
レ
神
、
故
扁
二
其
居
一
曰
二
上
池
一
、
蓋
慕
二
藺

盧
扁
一
也
、
⑥
後
光
厳
院
後
円
融
院
後
小
松
院
三
朝
賜
レ
詔
、
旌
二
医
之
有
一レ

功
二
于
世
一
也
、

頼
光
の
名
を
掲
げ
つ
つ
も
、
事
実
上
の
始
祖
は
医
師
と
し
て
の
足
が
か
り
を
作
っ

た
九
仏
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
か
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
語
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
（
傍
線
部
①
）。
と
は
い
え
、
九
仏
に
つ
い
て
の
言
及
は
京
に
居

を
構
え
た
こ
と
の
み
で
、
丁
寧
に
説
明
さ
れ
る
の
は
そ
の
子
十
仏
で
あ
り
、
孫

の
士
仏
（
健
叟
惠
勇
）
で
あ
る
。
彼
ら
の
卓
越
し
た
医
療
技
術
が
認
め
ら
れ
て

朝
廷
・
幕
府
両
方
か
ら
寵
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
位
が
向
上
し
た
と

の
こ
と
だ
が
（
傍
線
部
③
・
⑥
）、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、『
史
記
抄
』
で
も

「
民
部
卿
法
眼
カ
祖
父
ノ
十
仏
法
眼
カ
ラ
ハ
、
上
池
院
ト
御
ツ
ケ
ア
ツ
タ
ソ
、
此

カ
ラ
取
テ
ソ
、
十
仏
カ
子
ヲ
ハ
士
仏
ト
云
タ
ソ
、
士
ハ
十
ニ
加
二
一
点
一
タ
モ
ノ

ソ
、
十
一
仏
ト
云
心
ソ
」（
１
６
）
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
池
院
の

基
礎
を
作
っ
た
の
が
こ
の
二
人
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
当
時
の
共
通
認
識
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
（
１
７
）。
し
か
し
、
こ
こ
で
押
さ
え
る
べ
き
は
、
そ
の
地
位
を
獲
得
し

た
理
由
が
医
療
技
術
だ
け
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
仏
が

尊
氏
に
『
万
葉
集
』
を
講
義
す
る
ま
で
の
和
歌
の
才
の
持
ち
主
で
あ
り
（
傍
線
部

②
）、そ
の
才
を
受
け
継
い
だ
士
仏
も
和
歌
を
生
業
に
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
傍

線
部
④
）
が
故
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
医
学
以
外
の
要
素
に
も
触
れ

た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、そ
ち
ら
に
重
き
を
置
い
て
十
仏
・
士
仏
像
を
形
作
っ

た
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
そ
し
て
、
続
く
部
分
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

⑦
嗣
二
健
叟
一
曰
二
起
宗
祖
胤
一
、
嗣
二
起
宗
一
曰
二
大
勇
子
勇
一
、
嗣
二
大
勇
一
曰
二

嘉
邦
胤
祐
一
、嘉
邦
的
子
乃
進
月
也
、自
二
鹿
苑
相
公
一
至
二
今
之
相
公
一
、世
々

典
二
其
薬
局
一
、
被
二
其
寵
遇
一
矣
、
⑧
健
叟
族
弟
為
二
惠
日
常
照
開
基
日
東
大

禅
師
一
、
起
宗
大
勇
皆
承
二
日
東
一
、
⑨
迨
二
于
嘉
邦
一
、
拝
二
南
浦
派
下
養
叟
老

人
一
為
レ
師
、【
⑩
進
月
曾
在
二
襁
褓
之
中
一
、
嘉
邦
携
レ
之
謁
二
養
叟
一
、
以
求
二

法
諱
一
、
養
叟
書
二
宗
精
二
字
一
授
レ
之
、
爾
来
進
月
往
二
還
于
春
浦
実
伝
二
大

老
之
間
一
、
晨
参
暮
請
、
有
レ
所
レ
得
焉
、
⑪
医
術
之
妙
、
人
口
為
レ
碑
、
吾

又
何
言
哉
、
晩
年
卒
感
二
中
風
一
、
身
体
不
レ
仁
、
後
四
年
永
正
九
年
四
月
八

日
、
溘
然
易
レ
簀
、】
今
嗣
二
戸
部
定
国
護
公
一
、
就
レ
予
需
レ
賛
、
書
二
其
顚
末
一
、

以
応
二
其
需
一
云
、

士
仏
の
子
起
宗
か
ら
大
勇
、
嘉
邦
を
経
て
進
月
に
至
る
四
代
が
代
々
医
療
を
司

り
、
そ
の
時
々
の
当
局
の
寵
を
受
け
て
い
た
こ
と
（
傍
線
部
⑦
）
や
、
賛
の
対
象

者
で
も
あ
る
進
月
の
医
療
技
術
の
高
さ
に
対
す
る
称
賛
（
傍
線
部
⑪
）
な
ど
が
記

さ
れ
る
。
が
、
こ
こ
で
も
医
学
以
外
の
要
素
に
目
が
向
い
て
お
り
、
東
福
寺
常
照

庵
の
開
基
た
る
士
仏
の
弟
日
東
に
起
宗
・
大
勇
が
学
を
承
け
た
こ
と
（
傍
線
部

⑧
）、
嘉
邦
が
足
利
氏
と
五
山
の
関
係
の
緊
密
化
に
つ
と
め
た
養
叟
宗
頤
（
一
三
七
六

―
一
四
五
八
）
を
師
と
仰
い
で
い
た
こ
と
（
傍
線
部
⑨
）、
ま
だ
襁
褓
の
内
に
あ
る
進

月
を
そ
の
養
叟
に
拝
謁
さ
せ
て
法
諱
「
宗
精
」
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
進
月
が
春

浦
宗
煕
（
一
四
○
九
―
一
四
九
六
）・
実
伝
宗
誠
（
一
四
三
四
―
一
五
○
七
）
に
日
参
し
て
い
た
こ

と
（
傍
線
部
⑩
）
な
ど
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
で
は
記
事
量
と
記
事
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
起

宗
・
大
勇
・
嘉
邦
三
代
に
対
す
る
情
報
量
が
、
進
月
（【　

】
で
括
っ
た
部
分
）

に
比
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
十
仏
・
士
仏
に
比
べ
て
も
短
く
、
そ
の
短
い
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部
分
で
わ
ざ
わ
ざ
五
山
関
係
者
の
日
東
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一

族
の
系
譜
を
充
実
さ
せ
ん
と
し
て
、
傍
流
の
叔
父
・
大
叔
父
に
も
言
及
し
た
と
見

な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
別
の
解
釈
も
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

養
叟
・
春
浦
・
実
伝
と
い
っ
た
五
山
僧
た
ち
が
進
月
の
学
問
形
成
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
直
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
導
く
た
め
に
、
五
山
・
上
池
院

双
方
に
繋
が
る
日
東
に
言
及
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
五
山
の
優
位
性
の
主
張

と
ま
で
言
っ
て
し
ま
う
と
語
弊
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
五
山
の
存
在
を
強

調
す
る
と
い
う
の
は
、
五
山
僧
で
あ
る
月
舟
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か
に
ご

く
自
然
な
思
考
で
は
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
仏
・
士
仏
の
属
性
と
し
て
の
和
歌
、
そ
し
て
そ
の
後
の
三
代

か
ら
進
月
に
か
け
て
の
属
性
と
し
て
の
五
山
の
学
問
と
い
っ
た
具
合
に
、
医
療
行

為
以
外
の
要
素
を
軸
に
据
え
て
系
譜
を
辿
る
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ

の
要
因
と
し
て
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
五
山
僧
と
い
う

彼
の
立
場
も
そ
の
一
因
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
も
指
摘
で
き
そ
う

で
あ
る
。

三
、
上
池
院
の
実
態
と
「
進
月
序
」

　

進
月
が
医
療
活
動
に
従
事
す
る
姿
は
、『
鹿
苑
日
録
』・『
後
法
興
院
記
』・『
蔭

凉
軒
日
録
』・『
実
隆
公
記
』
な
ど
の
記
録
類
に
数
多
く
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら

の
中
で
進
月
初
の
医
療
行
為
と
お
ぼ
し
き
記
事
は
、『
鹿
苑
日
録
』長
享
三（
一
四
八
九
）

年
一
月
四
日
条
の
「
加
二
減
人
参
湯
一
喫
レ
之
、
旧
年
上
池
院
所
レ
恵
廿
包
也
、
齋

前
看
レ
経
了
」
の
よ
う
で
あ
る
（
１
８
）。
が
、
実
は
、
こ
の
記
事
に
先
だ
っ
て
上
池

院
の
名
が
挙
が
る
記
事
を
探
す
と
な
る
と
、
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
八
月
十
九
日

条
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』）
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
二
十
年
も
の

空
白
期
間
が
横
た
わ
る
。
そ
の
八
月
十
九
日
条
が
何
を
伝
え
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

「
去
十
三
日
、
上
地（
池
）院

民
部〈
嘉
　
　
邦
〉

卿
法
印
入
滅
云
々
、
四
十
五
歳
、
不
便
事
也
、
跡
事
無
二

正
体
一
云
々
、
子
息
十
九
歳
、
未
童
形
云
々
」
と
記
す
と
お
り
、
進
月
の
父
嘉
邦

の
逝
去
な
の
で
あ
る
。
傍
線
部
か
ら
推
し
量
る
に
、
当
時
童
形
だ
っ
た
進
月
が
医

師
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
る
た
め
に
は
、
経
験
を
積
む
期
間
が
必
要
で
、
結
果

と
し
て
表
に
出
な
い
期
間
が
発
生
し
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
、
嘉
邦
の
早
世
、
そ
し
て
そ
れ
故
の
医
家
と
し
て
の
活
動
の
空
白
期
間
が
、

「
進
月
序
」
で
嘉
邦
ら
の
記
述
の
簡
略
化
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
生

前
の
嘉
邦
の
足
跡
に
も
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
寛
正
四
（
一
四
六
三
）

年
頃
か
ら
次
々
と
、
嘉
邦
は
政
治
的
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
示
す
に
、

　

①
寛
正
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
面
目
を
失
う
（
１
９
）。

　

②
同
五
年
八
月
七
日
、
清
宮
内
卿
の
所
領
を
還
付
さ
れ
ん
こ
と
を
請
う
も
、
幕

府
に
却
下
さ
れ
る
（
２
０
）。

　

③
翌
六
年
三
月
十
一
日
、
面
目
を
失
っ
た
嘉
邦
に
代
わ
っ
て
清
宮
内
卿
法
眼
が

診
脈
に
参
上
す
る
よ
う
に
な
る
（
２
１
）。

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
同
様
の
記
事
は
そ
の
後
も
、

　

④
同
年
四
月
八
日
、
罪
科
に
よ
り
飯
尾
左
衛
門
大
夫
所
に
召
し
置
か
れ
る
（
２
２
）。

　

⑤
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
九
月
七
日
、
足
利
義
政
（
一
四
三
六
―
一
四
九
○
）
暗
殺
の
陰

謀
に
か
か
わ
っ
た
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
京
か
ら
逃
亡
す
る
（
２
３
）。

と
続
く
。
①
・
③
・
④
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
す
ら
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
ト

ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
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陥
る
前
に
は
、義
政
が
嘉
邦
の
邸
に
赴
い
た
り
（『
史
料
綜
覧
』
長
禄
四
〈
一
四
六
○
〉

年
八
月
二
十
二
日
条
）、
幕
府
か
ら
紀
伊
櫟
原
荘
を
与
え
ら
れ
た
り
も
し
（『
史
料

綜
覧
』
同
年
閏
九
月
八
日
条
）、
ま
た
、
そ
れ
こ
そ
関
係
が
こ
じ
れ
る
直
前
の
寛

正
四
（
一
四
六
三
）
年
二
月
に
は
、
季
瓊
真
蘂
（
一
四
○
一
―
一
四
六
九
）
の
治
療
を
義
政
か

ら
直
接
任
さ
れ
も
し
て
い
る
（『
蔭
凉
軒
日
録
』
同
年
三
月
七
日
条
）。
そ
ん
な
親

密
な
関
係
性
が
脆
く
も
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
実
は
そ
の
父
士
勇
も
「
世
上
意
欲

レ
被
レ
書
二
湯
起
請
一
之
間
逐
電
云
々
」（『
看
聞
御
記
』
永
享
九
〈
一
四
三
七
〉
年
七
月

三
日
条
）
と
、
世
間
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
る
事
件
を
起
こ
し
て
お
り
、
こ
う
い
っ

た
不
祥
事
も
、「
進
月
序
」
の
ご
と
き
叙
述
を
生
み
出
す
要
因
と
な
っ
た
と
考
え

て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
（
２
４
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
進
月
序
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
存
在
意
義
を
高
め
る
べ
く
、

一
族
の
地
位
の
基
礎
を
築
い
た
十
仏
・
士
仏
ま
で
遡
っ
て
語
り
、
不
名
誉
な
出
来

事
が
あ
っ
た
世
代
は
簡
略
化
す
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
注
釈
を
施
す
に
あ
た
っ
て
は
、
起
源
や
由
来
を
辿
る
手
法
は
往
々
に
し

て
見
ら
れ
、
そ
の
形
式
を
月
舟
が
用
い
る
こ
と
に
は
何
の
違
和
感
も
な
い
。
そ
の

枠
組
の
中
で
、
医
学
に
限
定
さ
れ
な
い
情
報
―
―
十
仏
・
士
仏
の
属
性
と
し
て
の

和
歌
や
、
起
宗
以
降
四
代
の
思
考
が
五
山
僧
の
学
問
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
―
―
に
言
及
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
た
だ
単
に

上
池
院
家
の
実
態
を
反
映
し
た
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
そ
こ
に
意

図
性
を
読
み
取
る
な
ら
ば
、〝
文
学
〟
的
側
面
か
ら
描
く
こ
と
で
、
こ
の
一
族
が

多
岐
に
わ
た
っ
て
秀
で
た
才
を
持
っ
て
お
り
、
五
山
僧
や
公
家
学
者
た
ち
と
同
じ

分
野
で
も
対
等
に
並
び
立
つ
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
認
知

度
、
ひ
い
て
は
彼
ら
の
医
家
と
し
て
の
地
位
を
高
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
月
舟
の
身
近
か
つ
得
意
な
分
野
と
結
び

付
け
て
語
っ
た
こ
と
が
、
結
果
的
に
は
周
囲
の
学
者
た
ち
の
医
学
へ
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
医
書
大
全
』
刊
行
や
そ

れ
以
降
の
医
学
関
連
の
動
き
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
月
舟
が
こ
う
し
て
筆
を
割
い
て
記
し
た
こ
と
は
、
後
世
ま
で
大
き
な

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
例
が
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
あ
る
。
同
テ

ク
ス
ト
で
は
、
十
仏
を
「
博
学
多
才
に
し
て
、
能
本
草
を
か
ん
が
へ
、
最
医
術
に

精
く
、
諸
人
を
療
治
す
る
の
功
あ
り
し
か
ば
、
延
元
二
年
民
部
卿
法
印
に
叙
す
。

且
和
歌
を
よ
く
す
る
を
も
つ
て
、
等
持
院
尊
氏
に
愛
重
せ
ら
れ
、
そ
の
命
に
よ
り

て
万
葉
集
を
講
じ
、
ま
た
平
生
脈
を
診
し
、
薬
を
調
じ
て
た
て
ま
つ
る
」
と
、
進

月
を
「
進
月
い
ま
だ
襁
褓
の
う
ち
に
あ
る
と
き
、
嘉
邦
こ
れ
を
携
て
養
叟
和
尚
に

謁
せ
し
め
て
法
諱
を
も
と
む
。
こ
れ
に
よ
り
て
宗
精
と
名
づ
く
。
こ
れ
よ
り
こ
の

か
た
進
月
、
春
浦
実
伝
の
二
大
老
に
往
来
し
、
参
禅
し
て
頗
其
旨
を
得
た
り
。
の

ち
慈
照
院
義
政
に
仕
へ
て
愛
寵
せ
ら
れ
、
世
々
そ
の
薬
局
を
つ
か
さ
ど
る
。
医
術

の
妙
あ
げ
て
か
ぞ
ふ
べ
か
ら
ず
。
永
正
九
年
四
月
八
日
死
す
。
年
六
十
一
」
と
紹

介
す
る
が
、
こ
の
叙
述
が
「
進
月
序
」
に
拠
っ
て
い
る
の
は
一
見
し
て
明
ら
か
で

あ
る
。
実
は
、
こ
の
一
族
に
つ
い
て
語
る
際
に
「
進
月
序
」
を
利
用
す
る
現
象
は
、

現
在
ま
で
ほ
ぼ
変
化
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
進
月
序
」
ほ
ど
に
こ
の
一

族
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
し
た
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。「
進
月
序
」
は
、
個
々

の
記
録
類
か
ら
だ
け
で
は
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
上
池
院
と
い

う
一
つ
の
医
家
の
成
り
立
ち
を
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
形
で
後
世
に
残
し
て

く
れ
た
価
値
あ
る
資
料
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

系
譜
に
言
及
し
た
「
進
月
序
」
が
添
え
ら
れ
た
の
は
、
賛
が
作
成
さ
れ
た
時
点
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で
は
、
当
家
が
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
認
知
度
が
低
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
賛
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
分
量
を

要
し
て
で
も
記
す
必
要
性
を
月
舟
は
感
じ
て
い
た
の
だ
。
当
時
の
民
間
医
の
実
態

と
は
そ
の
程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
月
舟
の

叙
述
ス
タ
イ
ル
は
、「
上
池
院
進
月
宗
精
法
印
肖
像
有
序
」
だ
け
に
限
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
後
の
見
通
し
を
示
す
意
味
で
も
、
最
後
に
そ

の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

四
、『
幻
雲
文
集
』
内
医
学
関
連
叙
述
の
全
体
的
特
徴

　
『
幻
雲
文
集
』
に
は
、『
医
書
大
全
』
跋
文
や
「
上
池
院
進
月
宗
精
法
印
肖
像
有

序
」
以
外
に
も
医
学
関
連
叙
述
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
内
容
に
沿
っ
て
そ
れ
ら

を
分
類
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
２
５
）。

　

①
師
に
対
す
る
賛
や
紹
介
記
事
＝
自
足
軒
記
／
上
池
院
進
月
宗
精
法
印
肖
像
有

序
／
陳
有
年
員
外
郎
遺
像
／
陳
員
外
郎
友
蘭
唔
公
肖
像
／
竹
田
月
海
光
照
法

印
肖
像
／
薬
師
寺
円
俊
高
定
和
尚
寿
像

　

②
神
農
像
に
寄
せ
た
賛
＝
題
紹
巴
所
蔵
神
農
像
／
神
農
像
／
賛
雪
岑
老
人
所
蔵

神
農
像

　

③
テ
キ
ス
ト
跋
文
＝
跋
命
期
経
軌
限
盈
縮
図
後
／
書
新
刊
医
書
大
全
後

　

④
そ
の
他
（
２
６
）
＝
秋
山
平
遠
石
記
／
江
州
蒲
生
郡
心
即
院
記
／
吾
竹
斎
記
／

養
性
室
記
／
扇
面
贈
一
栢
老
人

②
に
分
類
さ
れ
る
例
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
皇
五
帝
の
一
人
で
、
医
薬
と
農

業
を
司
る
神
と
さ
れ
る
神
農
に
対
す
る
信
仰
が
広
ま
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
や
は
り
医
学
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

よ
り
も
注
視
し
た
い
の
は
、
数
的
に
も
多
い
①
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
④
に
分
類

し
た
中
で
も
「
秋
山
平
遠
石
記
」
な
ど
は
、
①
に
近
い
性
格
を
有
し
て
お
り
（
２
７
）、

そ
れ
ら
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
医
師
の
出
自
や
来
歴
に
言
及
す
る
こ
と
が
自
身
の

責
務
で
あ
る
と
で
も
い
っ
た
よ
う
な
思
い
で
、
月
舟
が
執
筆
に
取
り
組
ん
で
い
た

の
は
確
実
で
あ
る
。

　

実
際
、
①
の
中
に
は
、
構
成
面
で
「
上
池
院
進
月
宗
精
法
印
肖
像
有
序
」
と
似

通
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、「
陳
有
年
員
外
郎
遺
像
有
年
」
や
「
薬
師
寺
円
俊
高

定
和
尚
寿
像
」
で
も
、
賛
と
は
別
立
て
で
一
族
の
系
譜
を
示
し
つ
つ
賛
作
成
の
事

情
を
語
る
。
そ
こ
が
月
舟
に
と
っ
て
は
重
要
だ
っ
た
の
だ
。
ち
な
み
に
、「
陳
員

外
郎
友
蘭
唔
公
肖
像
」
と
「
竹
田
月
海
光
照
法
印
肖
像
」
で
は
そ
う
い
っ
た
構
成

に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
友
蘭
（
生
没
年
未
詳
）
が
有
年
（
生
没
年
未
詳
）
の

息
子
、
月
海
（
竹
田
定
祐
〈
一
四
六
○
―
一
五
二
八
〉）
が
円
俊
（
一
四
五
五
―
一
五
二
九
）
の
弟

と
い
う
関
係
に
あ
た
る
た
め
、
有
年
・
円
俊
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
て
い
る
以
上
は
、

重
複
し
て
書
く
必
要
は
な
い
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「
自
足
軒
記
」
の
場
合
は
、自
足
軒
が
代
々
続
く
医
家
の
出
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、

「
進
月
序
」
や
直
前
に
挙
げ
た
二
例
の
よ
う
な
祖
先
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
彼
の

師
で
あ
っ
た
下
郷
忠
憲
居
士
に
話
が
及
ぶ
際
に
そ
の
父
忠
郷
の
名
を
挙
げ
る
こ
と

で
、
下
郷
氏
二
代
に
関
し
て
は
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
下
郷

家
の
外
科
の
秘
伝
を
自
足
軒
の
み
が
継
承
す
る
と
明
記
す
る
の
は
、
学
統
を
辿
る

こ
と
に
な
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
も
あ
る
意
味
、
系
譜
に
対
す
る
月
舟
の
関
心
の

強
さ
と
解
釈
し
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。「
進
月
序
」
に
見
ら
れ
た
系
譜
へ
の

執
着
は
決
し
て
特
異
な
わ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
存
在

を
知
ら
し
め
る
た
め
の
叙
述
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

―　　―38

田中尚子-CC.indd   38 2014/02/05   15:56:25



　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
叙
述
を
見
て
き
た
結
果
、
ど
う
や
ら
月
舟
の
医
家
と
の

交
流
は
元
々
そ
こ
ま
で
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
推
測
が
成
り
立

ち
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
親
子
や
兄
弟
そ
ろ
っ
て
そ
の
賛
を
月
舟
に
担
当

し
て
も
ら
っ
て
い
る
陳
氏
や
竹
田
氏
の
例
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
に
進
月
の
賛
を

依
頼
し
た
定
国
と
②
の
「
賛
雪
岑
老
人
所
蔵
神
農
像
」
に
登
場
す
る
雪
岑
と
が

師
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
（「
就
二
大
医
院
上
池
定
国
公
一
、
而
学
二
剤
和
法
一
」）
や
、

そ
の
雪
岑
と
月
舟
と
が
や
り
と
り
し
た
書
簡
が
多
数
『
幻
雲
文
集
』
に
収
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
周
辺
の
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
た
人
的
交
流
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
自
ら
が
培
っ
た
そ
の
密
な
交
遊
関
係
の
範
囲
内
で
執
筆
を
引
き
受
け
て

い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
交
遊
関
係
の
軸
に
な
る
の
は
、
五
山
僧
と
し
て
の
彼
の

立
場
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
月
舟
は
、
有
年
の
賛
を
依
頼
さ
れ
る
に
至
っ
た
過

程
を
「
特
拝
二
吾
幻
住
門
下
青
松
明
鑑
祖
嫡
骨
玄
要
龍
室
老
人
一
（
中
略
）
今
之

員
外
郎
友
蘭
周
晦
、
就
レ
予
需
二
賛
其
像
一
、
予
与
二
玄
要
一
同
漱
二
幻
住
一
派
一
」
と

説
明
す
る
。
た
し
か
に
実
質
的
な
依
頼
者
は
子
息
友
蘭
な
が
ら
、
月
舟
が
執
筆
を

引
き
受
け
る
後
押
し
と
な
っ
た
の
は
、
有
年
が
拝
し
た
玄
要
な
る
人
物
が
月
舟
と

同
じ
幻
住
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。ま
た
、「
江
州
蒲
生
郡
心
即
院
記
」

の
中
で
は
、
そ
こ
に
住
し
た
人
物
の
こ
と
を
「
抑
山
野
幼
在
二
江
北
一
、
蒲
二
伏
岐

庵
翁
膝
下
一
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
「
岐
庵
」
が
月
舟
も
師
事
し
た
こ
と
の
あ
る

大
徳
寺
の
岐
庵
宗
揚
（
生
没
年
未
詳
）
を
指
す
な
ら
ば
、
同
じ
門
下
で
学
ん
だ
こ

と
が
執
筆
を
引
き
受
け
る
際
の
判
断
材
料
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

竹
田
氏
と
の
関
係
に
し
て
も
、「
薬
師
寺
円
俊
高
定
和
尚
寿
像
」
の
中
で
円
俊

が
後
土
御
門
院
や
後
柏
原
院
に
認
め
ら
れ
た
医
術
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
評
価
し

て
い
る
が
、
そ
の
前
に
「
以
入
二
釈
門
一
、
不
レ
継
二
家
系
一
」
と
言
っ
て
、
釈
門
に

あ
っ
て
家
を
継
い
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。〝
医
〟
が

先
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、〝
釈
〟
が
先
に
あ
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の

事
例
を
見
る
に
、
月
舟
自
身
の
専
門
と
す
る
領
域
の
延
長
線
上
に
、
医
家
、
ひ
い

て
は
医
学
が
存
在
し
て
い
た
と
の
推
論
が
呈
示
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
幻
雲
文
集
』
内
の
医
学
関
連
叙
述
は
、
月
舟
自
身
の
個
人
的

な
交
遊
関
係
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
数
多
く
の
医

師
と
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
も
と
も
と
彼
が
専
門
と
す
る
領
域

で
仕
事
を
し
て
い
た
そ
の
流
れ
で
、
図
ら
ず
も
医
家
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
接
点
を
持
っ
た
こ
と
で
、
彼
生
来
の
学
問
的

探
究
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
、
医
学
自
体
へ
の
関
心
が
強
く
な
り
、
医
家
と
の
交
流
も

密
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本

節
で
述
べ
た
こ
と
は
あ
く
ま
で
現
時
点
で
の
見
通
し
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
綿
密

な
論
証
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
『
幻
雲
文
集
』
内
の
個
々
の
医
学
関

連
叙
述
自
体
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
医
書
大
全
』
跋
文
と
「
進
月
序
」
を
中
心
に
『
幻
雲
文
集
』
内
の
医

学
関
連
叙
述
を
分
析
し
、
月
舟
が
当
時
ど
の
よ
う
に
医
学
に
取
り
組
ん
で
い
た
か

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
彼
が
記
録
し
た
こ
と
で
当
時
の
医
家
の
様
子
が
後
世
に
ま

で
残
る
こ
と
と
な
っ
た
そ
の
功
績
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
豊
富
な
医
学
的
専
門

知
識
を
も
っ
て
南
化
本
を
解
説
す
る
の
と
は
ま
た
異
な
っ
た
形
で
も
、
月
舟
は
医
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学
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
異
な
る
形
と
は
い
え
、
こ
の
二

つ
は
当
然
連
動
す
る
は
ず
で
あ
る
。
南
化
本
で
唯
一
引
用
さ
れ
る
日
本
の
医
書
が
、

月
海
・
円
俊
の
父
で
あ
る
照
慶（
一
四
二
一
―
一
五
○
八
）が
手
が
け
た『
延
寿
類
要
』（
一
四
五
六

年
成
立
）
で
あ
っ
た
こ
と
（
２
８
）
も
、
月
舟
の
「
扁
鵲
倉
公
伝
」
講
義
に
宗
瑞
が

臨
席
し
た
こ
と
が
『
医
書
大
全
』
の
跋
文
作
成
の
依
頼
に
繋
が
っ
た
と
い
う
指
摘

も
（
２
９
）、
ま
さ
に
二
つ
を
結
び
付
け
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
医
師
に
対
す
る
賛
を
残
す
こ
と
と
、
医
学
的
知
識
を
蓄
え
て
注
釈
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
―
―
、
こ
れ
ら
双
方
で
の
研
究
成
果
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
で
、室
町
期
に
お
け
る
学
者
と
医
師
の
交
流
の
様
、〝
技
術
と
し
て
の
医
療
行
為
〟

か
ら
〝
学
問
対
象
と
し
て
の
医
学
〟
に
な
っ
て
い
く
過
程
が
よ
り
明
確
に
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

〈
使
用
テ
キ
ス
ト
一
覧
〉

『
幻
雲
文
集
』
→
続
群
書
類
従
（
尚
、『
医
書
大
全
』
跋
文
に
つ
い
て
は
研
医
会
通

信
６
内
の
画
像
（http:// hom

epage2.nifty.com
/ken-i-kai/index12.htm

）

も
参
照
し
た
）
／
史
記
抄
→
『
抄
物
資
料
集
成
』
／
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
→
続

群
書
類
従
完
成
会
／
『
鹿
苑
日
録
』
→
太
洋
社
／
『
後
法
興
院
記
』
→
続
史
料
大

成
／
『
蔭
凉
軒
日
録
』
→
増
補
続
史
料
大
成
／
『
実
隆
公
記
』
→
続
群
書
類
従
完

成
会
／
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
→
増
補
続
史
料
大
成
／
『
看
聞
御
記
』
→
続
群

書
類
従
／
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
→
大
日
本
古
記
録

※
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
、
私
意
に
返
り
点
を
施
し
た
。

〈
注
〉

（1）
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
○
―
一
四
八
九
）
の
『
史
記
抄
』
で
も
当
該
伝
に
は
詳
細
な
注
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
両
テ
ク
ス
ト
と
も
詳
細
と
は
い
え
、
個
々
の
指

向
に
基
づ
き
、
そ
の
叙
述
内
容
に
は
か
な
り
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
「『
史
記
抄
』「
扁
鵲
倉
公
伝
」
に
み
る
桃
源
瑞
仙
の
志
向
性
―
室
町

期
の
学
者
た
ち
と
医
学
・
医
書
―
」（『
古
典
遺
産
』
61　
二
○
一
二
・
三
）
に
て
論
じ

た
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
、
拙
稿
と
称
す
。

（2）
新
村
拓
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
―
古
代
中
世
の
民
衆
生
活
と
医
療
』（
法
政

大
学
出
版
局　
一
九
八
五
・
二
）。

（3）
大
島
壽
子
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
医
師
達
―
上
池
院
民
部
卿
胤
祐
と
松

井
法
眼
―
」（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
研
究
論
集
』
第
三
巻　

和
泉
書
院　
二
○
○
六
・

十
）。

（4）
正
確
に
は
、元
代
の
孫
允
賢
に
よ
る
『
医
方
集
成
』
を
増
補
し
た
熊
彦
明
の
『
医

方
大
成
』
を
、
更
に
熊
宗
立
が
平
易
化
・
再
構
成
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

（5）
朝
鮮
王
朝
時
代
に
設
置
さ
れ
た
官
庁
・
医
療
施
設
を
「
恵
民
署
」
と
い
い
、
一

般
庶
民
の
病
気
治
療
や
、
薬
剤
の
調
合
・
販
売
を
司
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

こ
こ
に
出
て
く
る
「
恵
民
」
を
〝
朝
鮮
の
医
学
〟
と
解
釈
し
た
。

（6）
宗
瑞
は
婦
人
科
の
治
療
を
得
意
と
し
て
い
た
泉
南
の
豪
商
だ
が
（
医
師
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
）、
阿
佐
井
野
氏
は
、『
三
体
詩
』
や
『
論
語
』
の
刊
行
を
手
が

け
る
（
前
者
は
一
五
○
○
年
代
初
め
、
後
者
は
天
文
二
〈
一
五
三
三
〉
年
）
な
ど
、
文

学
方
面
へ
の
貢
献
も
見
ら
れ
る
。
阿
佐
井
野
氏
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、
久

保
尾
俊
郎
氏
の
「
阿
佐
井
野
宗
瑞
と
『
医
書
大
全
』
の
出
版
」（『
早
稲
田
大
学

図
書
館
紀
要
』
42　
一
九
九
五
・
十
二
）、「
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
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図
書
館
紀
要
』
49　
二
○
○
二
・
三
）、「
阿
佐
井
野
版
『
三
体
詩
』
に
つ
い
て
」（『
早

稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
53　
二
○
○
六
・
三
）
と
い
っ
た
考
察
が
あ
る
。

（7）
た
と
え
ば
『
漢
書
』
を
史
書
と
し
て
講
抄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
応
永

（
一
三
九
四
―
一
四
二
七
）
頃
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
、「『
漢
書
抄
』（
第
一
冊
）

の
注
釈
姿
勢
―
例
示
と
し
て
の
日
本
関
連
叙
述
を
中
心
に
―
」（『
日
本
文
学
』

54-

７　
二
○
○
五
・
七
）
で
も
触
れ
た
。

（8）
注

（2）
と
同
。

（9）
柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
』
下
冊
（
武
蔵
野
書
院

一
九
九
八
・
十
）。

（10）
注

（2）
と
同
。

（11）
八
月
九
日
・
九
月
九
日
条
で
も
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
一
件
は
『
宣
胤
卿
記
抜
書
』

七
月
五
日
・
六
日
条
、『
後
法
成
寺
関
白
記
』
九
月
十
五
日
・
十
月
二
十
八
日

条
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
事
件
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

（12）
「
清
原
宣
賢
と
〈
三
国
志
〉
―
『
蒙
求
聴
塵
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
中
世
文

学
』
46　
二
○
○
一
・
六
）、「
清
原
宣
賢
の
式
目
注
釈
―
『
清
原
宣
賢
式
目
抄
』
を

中
心
と
し
て
―
」（『
国
語
国
文
』
71-

６　
二
○
○
二
・
六
）
な
ど
。
尚
、
月
舟
聞
書

『
易
学
啓
蒙
通
釈
口
義
』
を
宣
賢
が
書
写
し
た
り
、
宣
賢
の
注
釈
内
に
月
舟
の

説
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
な
ど
、
月
舟
に
は
宣
賢
と
の
個
人
的
接
点

が
あ
っ
た
ら
し
い
。

（13）
和
島
芳
男
『
中
世
の
儒
学
』（
吉
川
弘
文
館　
一
九
七
五
・
三
）。

（14）
注

（2）
と
同
。

（15）
定
国
の
没
年
に
つ
い
て
は
未
詳
。
尚
、
光
国
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
は
、
服
部

敏
良
氏
の
指
摘
に
拠
っ
た
（『
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館　
一
九
七
一
・
十
一
）。

（16）
引
用
文
中
に
あ
る
「
此
」
と
は
「
扁
鵲
倉
公
伝
」
の
「
出
二
懐
中
薬
一
予
二
扁
鵲
一
曰
、

飲
レ
是
以
二
上
池
之
水
一
三
十
日
、
当
レ
知
レ
物
矣
」
を
指
し
、
扁
鵲
の
非
凡
な
才

能
を
見
抜
い
た
長
桑
君
が
、
自
身
が
体
得
し
た
秘
伝
の
医
術
を
伝
授
せ
ん
と
し

て
、「
上
池
の
水
で
三
十
日
飲
み
続
け
る
と
物
象
を
透
視
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

と
い
っ
て
、扁
鵲
に
薬
を
渡
し
た
逸
話
の
一
部
に
あ
た
る
。「
上
池
」の
水
に
よ
っ

て
神
が
か
っ
た
力
を
得
た
扁
鵲
に
準
え
ら
れ
、「
上
池
院
」
の
号
が
下
賜
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
尚
、『
史
記
』
本
文
の
解
説
と
し
て
は
、
日
本
の
医
師
に
関
す

る
情
報
は
不
要
な
は
ず
だ
が
、
直
接
は
関
係
し
な
い
日
本
の
事
例
を
比
喩
と
し

て
取
り
上
げ
る
形
式
は
、
当
時
の
注
解
の
一
手
法
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
「『
史
記
抄
』
に
お
け
る
日
本
関
連
叙
述
―
『
漢
書
抄
』
第
一
冊
と
の

関
わ
り
か
ら
―
」（『
国
文
学
研
究
』
160　
二
○
一
○
・
三
）
や
拙
稿
な
ど
で
論
じ
た
。

（17）
も
っ
と
も
、上
池
院
の
号
を
得
る
の
を
士
仏
の
代
の
こ
と
と
す
る「
進
月
序
」（
傍

線
部
⑤
）
と
『
史
記
抄
』
と
で
は
、
そ
の
理
解
に
は
若
干
の
齟
齬
が
見
ら
れ
る
。

（18）
こ
の
時
代
の
医
療
活
動
に
つ
い
て
は
服
部
氏
の
考
察
が
あ
り
、
氏
は
記
録
類
か

ら
医
療
記
事
を
す
べ
て
抽
出
し
一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ
る
（
注

（15）
）。
本
稿
で

も
そ
の
成
果
を
参
照
し
た
。

（19）
「
薬
師
民
部
卿
失
二
面
目
一
了
、以
外
次
第
共
也
云
々
」（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』）。

（20）
「
以
二
法
眼
所
領
一
被
レ
下
二
于
清
宮
内
卿
一
、
今
法
眼
被
二
召
使
一
、
相
並
出
仕
尤

不
足
之
心
乎
、
可
レ
被
二
還
下
一
之
望
申
レ
之
被
レ
下
二
清
宮
内
卿
一
之
所
領
者
、
新

給
恩
之
地
也
、
自
二
鹿
苑
院
一
所
二
拝
領
一
者
、
所
レ
訴
者
有
二
其
理
一
乎
、
無
レ
理

之
由
被
二
仰
出
一
、
以
二
此
趣
一
可
レ
命
二
于
管
領
一
之
由
被
二
仰
出
一
、
仍
閣
レ
之
」
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（『
蔭
凉
軒
日
録
』）。

（21）
「
上
地（
池
）院

民
部
卿
法
眼
失
二
面
目
一
了
、
仍
自
二
九
日
一
青
宮
内
卿
法
眼
御
脈
ニ

参
申
云
々
」（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』）。

（22）
「
医
師
法
眼
依
二
罪
科
一
、
被
三
召
二
置
飯
尾
左
衛
門
大
夫
所
一
也
、
路
人
皆
見
而

失
レ
色
也
」（『
蔭
凉
軒
日
録
』）。
尚
、
こ
の
時
は
赦
免
さ
れ
て
い
る
。

（23）
「
就
二
今
出
川
殿
御
身
上
事
一
、
以
細
川
右
京
大
夫
申
二
御
開
一
之
間
、
伊
勢
守

貞
親
朝
臣
父
子
、
上
池
院
法
印
、
薬
師
、
赤
松
次
郎
法
師
、
加
賀
半
国
守
護
、
蔭
冷（
凉
）軒

西
堂
、
前
武
衛
兵
衛
佐
義
敏
父
子
三
人
、
以
上
八
人
開
二
京
都
一
了
、
夜
前
九

時
分
事
也
云
々
、
伊
勢
守
事
不
レ
実
二
申
状
一
之
者
、
可
レ
被
二
切
腹
一
之
由
、
被
二

仰
付
一
細
川
故
也
云
々
、
近
江
国
ニ
逐
電
云
々
」（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』）。

（24）
も
っ
と
も
そ
う
い
う
不
祥
事
を
起
こ
し
つ
つ
も
、
次
の
代
で
復
帰
で
き
る
こ
と

自
体
、
気
に
な
る
部
分
で
は
あ
り
、
こ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
今
後
考
察
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

（25）
基
本
的
に
は
小
曽
戸
洋
・
森
田
傳
一
郎
・
水
沢
利
忠
「
月
舟
寿
桂
（
幻
雲
）

の
医
界
に
お
け
る
交
友
関
係
」（『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
18-

３　

一
九
九
二
・
五
）
で
の
指
摘
に
拠
る
が
、
筆
者
の
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
追
加
し
た

も
の
が
あ
る
。
尚
、
分
類
自
体
は
私
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（26）
「
そ
の
他
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
の
は
、
①
の
よ
う
に
特
定
の
医
師
に
向
け
た

文
章
で
は
な
い
も
の
の
、
医
学
や
医
書
に
関
す
る
叙
述
が
見
ら
れ
る
も
の
や
、

内
容
的
に
は
全
く
医
学
に
関
係
し
な
い
な
が
ら
も
、
や
り
と
り
と
し
た
対
象
が

医
師
で
あ
る
も
の
（「
扇
面
贈
一
栢
老
人
」）
な
ど
で
あ
る
。

（27）
「
居
二
城
市
一
隠
於
医
、其
名
曰
レ
鑑
、其
所
レ
学
在
二
安
養
一
、以
レ
医
抜
二
人
之
苦
一
」

と
い
っ
た
、
来
歴
に
関
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（28）
注

（25）
と
同
。

（29）
注

（6）
一
つ
目
の
論
。
月
海
の
『
月
海
雑
録
』
に
、
月
舟
が
「
扁
鵲
倉
公
伝
」
の

講
義
を
行
っ
た
記
録
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
講
義
が
永
正
十
七
（
一
五
二
○
）
年

十
月
か
ら
大
永
四
（
一
五
二
四
）
年
六
月
に
か
け
て
月
舟
が
建
仁
寺
で
行
っ
て
い

た
『
史
記
』
の
講
義
に
該
当
し
、
宗
瑞
が
そ
の
講
義
に
参
加
し
た
こ
と
が
『
医

書
大
全
』
跋
文
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
論
を
呈

示
さ
れ
る
。
尚
、
こ
こ
で
月
海
と
宗
瑞
が
結
び
付
く
と
な
る
と
、
月
舟
の
医
学

的
交
遊
関
係
が
限
定
的
で
あ
っ
た
と
す
る
本
稿
の
見
解
に
説
得
力
が
増
す
こ
と

に
な
ろ
う
。
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